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排水設備設計施工基準の改定 

ﾍﾟｰｼﾞ １．工事見積上の留意点 

1 

 

 

 

 

現行 

（１） 処理区域の告示がされているか、また公共桝の位置や深さなどを事前に確認すること。

この場合、公共桝に問題がある場合には、下水道課へ相談してください。 

1 

 

 

 

 

改定 

（１） 処理区域の告示がされているか、また設置されている公共桝の位置や深さなどを事前に

確認すること。この場合、公共桝に問題がある場合には、下水道課へ相談してください。 
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排水設備設計施工基準の改定 

ﾍﾟｰｼﾞ ２．工事の設計・施工上の留意点 

2 

 

 

 

 

現行 

（３）配管 

①屋内排水管の布設は最短距離とすること。（５m を超える場合は中間掃除口の設置

を考慮すること。） 

②排水管の内径は１００ミリ以上とすること。 

※ただし、ひとつの建物から排除される汚水の一部を排除すべき排水管（排便管を

除く）で延長３メートル以下のものの内径は、７５ミリ以上とすることが出来る。 
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改定 

（３）屋内配管 

①屋内排水管の布設が5mを超える場合は中間掃除口の設置を考慮すること。 

②排水管の内径は表1によること。 

表 1 器具排水管の最小口径 

排 水 機 器 最小排水管径(mm) 

洗面器、手洗器、小便器、流し（一般用）、洗濯機、浴槽 50以上 

掃除流し 65以上 

大便器 75以上 

汚物流し 100以上 

※上記基準によらない場合は、別途排水負荷単位の計算式を提出すること。 

 

③雑排水、汚水排水は別系統で排水すること。 
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排水設備設計施工基準の改定 

ﾍﾟｰｼﾞ ２．工事の設計・施工上の留意点 

2 

 

 

 

 

現行 

 

         

③最低土被りは５０㎝とし、それ以下のとき又は凍結の恐れのある場合は、下水道課

と協議すること。 

④管の勾配はやむを得ない場合を除き１/１００以上とすること。 

⑤管と管との接合は、接着剤等を使用すること。 

⑥塩ビ管とコンクリート桝の接合については、桝の内・外に目地モルタルを施すこと。 

⑦管内に付着したモルタルや泥は、除去すること。 

⑧排水ヘッダーを使用する場合は、事前にメーカー名・工法等を下水道課と協議する

こと。 

 

2-3 

 

 

 

 

改定 

（４）屋外配管 

①最低土被りは 50 ㎝とし、それ以下のとき又は凍結の恐れのある場合は、担当課と

協議すること。 

②排水管の内径は100mm以上とし、管の勾配はやむを得ない場合を除き1/100以上と

すること。 

③管と管との接合は、接着剤等を使用すること。 

④塩ビ管とコンクリート桝の接合については、桝の内・外に目地モルタルを施すこと。 

⑤管内に付着したモルタルや泥は、除去すること。 

⑥排水ヘッダーを使用する場合は、事前にメーカー名・工法等を担当課と協議するこ

と。 
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排水設備設計施工基準の改定 

ﾍﾟｰｼﾞ ２．工事の設計・施工上の留意点 

2-3 

 

 

 

 

現行 

（４）埋め戻し 

①埋め戻しは、一度に行わずに排水管の両側に均等に土砂を入れながら管側を十分に

突き固めるとともに、石等を直接管に触れないように転圧しながら埋め戻しをする

こと。 

 

（５）桝 

①原則として流水の方向が変わる箇所及び各排水口毎に設置すること。 

②排水管の内径・勾配・管種が異なる箇所の直近に設置すること。 

③直線部は管内径の１２０倍を超えない間隔に設置すること。 

④トイレからの排便管が合流する箇所には、｢落差付４５°合流インバート桝｣を設置

すること。 

⑤駐車場等の輪荷重が働く箇所では、保護鉄蓋等で防護すること。 

⑥桝の天端は、地表面に合わせること。 

⑦蓋には、汚水・雨水の区別がつくよう表示すること。 
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改定 

（５）埋め戻し 

①埋め戻しは、一度に行わずに排水管の両側に均等に土砂を入れながら管側を十分に

突き固めるとともに、石等を直接管に触れないように転圧しながら埋め戻しをする

こと。 

 

（６）桝 

①原則として流水の方向が変わる箇所及び各排水口に設置すること。 

②排水管の内径・勾配・管種が異なる箇所の直近に設置すること。 

③直線部は管内径の120倍を超えない間隔に設置すること。 

④トイレからの排便管の合流については、上流へ逆流することを防止するため、鋭角

に合流するよう桝を下流に設置すること。ただし、このような設置が困難な場合は

桝における段差を十分確保すること。 

⑤駐車場等の輪荷重が働く箇所では、保護鉄蓋等で防護すること。 

⑥桝の天端は、地表面に合わせること。 

⑦蓋には、汚水・雨水の区別がつくよう表示すること。 
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排水設備設計施工基準の改定 

ﾍﾟｰｼﾞ ２．工事の設計・施工上の留意点 

3 

 

 

 

 

現行 

（６）インバート 

①インバートの表面は、モルタルで平滑な半円形に仕上げ、その肩は水切れをよくし

汚物が残ることのないよう、桝の内側に向かって勾配をつけること。 

 

（７）トラップ 

①トラップ器具にトラップを設置するような二重トラップは絶対に行わないこと。 

②トラップ桝には掃除口を設け、通気蓋を設置するなど通気を確保すること。 
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改定 

（７）インバート 

①コンクリート桝インバートの表面は、モルタルで平滑な半円形に仕上げ、その肩は

水切れをよくし汚物が残ることのないよう、桝の内側に向かって勾配をつけるこ

と。 

 

（８）トラップ 

①トラップ器具にトラップを設置するような二重トラップは絶対に行わないこと。 

②トラップ桝には掃除口を設け、通気蓋を設置するなど通気を確保すること。 
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排水設備設計施工基準の改定 

ﾍﾟｰｼﾞ ２．工事の設計・施工上の留意点 

3 

 

 

 

 

現行 

（８）雨水排水 

①ルーフドレーン、融雪機等の排水は雨水排水へ接続すること。靴洗い等屋外設備で

屋根がかからない場合は汚水管へは接続できないので注意すること。 

②雨水管へ接続する場合は、敷地境界付近に泥溜付雨水桝を設置すること。また、こ

の引き込み管の使用に際し道路占用申請を行うこと。宅造等による既設雨水引込管

へ接続する場合も同様とする。 

③宅地内に雨水引き込み管が設置されている地区があるので、事前に確認すること。 

                                      

                               

                                      

                                  

3-4 

 

 

 

 

改定 

（９）雨水排水 

①ルーフドレーン、融雪機等の排水は雨水排水へ接続すること。靴洗い等屋外設備で

屋根がかからない場合は汚水管へは接続できないので注意すること。 

②雨水管へ接続する場合は、敷地境界付近に深さ１５cm 以上の泥だめの付いた雨水

桝を設置すること。また、この引き込み管の使用に際し道路占用申請を行うこと。

宅造等による既設雨水引込管へ接続する場合も同様とする。 

③宅地内に雨水引き込み管が設置されている地区があるので、事前に確認すること。 

④当市は分流式下水道であるので、融雪機設置等による雨水排水については、汚水配

管に接続できないことを発注者（申請者）に説明すること。 

⑤雨水排水について、雨水本管に接続する場合は、下水道課と協議すること。また、

道路雨水桝や道路側溝に接続する場合は、道路管理者と協議すること。 
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排水設備設計施工基準の改定 

ﾍﾟｰｼﾞ ３．その他 

3 

 

 

 

 

現行 

（１）確認申請 

①申請にあたっては、設計と現場の不一致がないよう事前調査を十分行うこと。 

                                

②申請は着工予定日の1 週間前までに提出すること。 

③確認を受けた後変更がある場合は施工前に変更協議を行うこと。 

④申請書の記載方法について 

・副本の「排水設備工事確認書の通知日」は記入しないこと。 

・正本の裏面の、「位置図・公共桝位置図・雨水排水」は申請時から記入すること。 

・平面図には屋内配管の管種・延長を記入すること。 

・屋内排水設備は記号だけでなく名称を記入すること。 

・GL 高、桝種、桝高を表形式にして表示すること。（別紙） 

 

4 

 

 

 

 

改定 

（１）確認申請 

①申請にあたっては、設計と現場の不一致がないよう事前調査を十分行うこと。 

・申請の際に公共桝の位置や深さを確認した写真を添付すること。 

②確認を受けた後変更がある場合は施工前に変更協議を行うこと。 

③申請書の記載方法について 

・副本の「排水設備工事確認書の通知日」は記入しないこと。 

・正本の裏面の、「位置図・公共桝位置図・雨水排水」は申請時から記入すること。 

・平面図には屋内配管の管種・延長を記入すること。（別紙参照） 

・屋内排水設備は記号だけでなく名称を記入すること。（別紙参照） 

・GL 高、桝種、桝高を表形式にして表示すること。（別紙参照） 
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排水設備設計施工基準の改定 

ﾍﾟｰｼﾞ ３．その他 

4 

 

 

 

 

現行 

（２）完了検査 

①当該工事の施工管理にあたった業務登録者は、確認申請書に変更がある場合、事

前に変更の届けを行ってから検査を受けること。               

           

②工事完了後 5 日以内に完了届を提出し、完了検査の日時は余裕を持って（２日以

上前までに）下水道課と協議すること。 

 

4 

 

 

 

 

改定 

（２）完了検査 

①当該工事の施工管理にあたった業務登録者は、確認申請書に変更がある場合、事

前に変更の届けを行ってから検査を受けること。ただし、軽微な変更については

その限りではない。 

②工事完了後 5 日以内に完了届を提出し、完了検査の日時は余裕を持って（2 日以

上前までに）担当課と協議すること。 
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排水設備設計施工基準の改定 

ﾍﾟｰｼﾞ ３．その他 
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現行 

（５）施工後の苦情・修理等については、責任をもって処置すること。なお、施工後 1年間

は保証期間とすること。 

 

（６）当市は分流式下水道であるので、施工後融雪機設置等による雨水排水については、汚

水配管に接続できないことを発注者（申請者）に説明すること。 

 

（７）その他問題点があれば、逐次下水道課と協議すること。 

5 

 

 

 

 

改定 

（５）施工後の苦情・修理等 

苦情・修理等については責任を持って処置すること。なお、施工後1年間は保証期

間とすること。 

 

（６）その他 

問題点があれば、逐次担当課と協議すること。 
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排水設備設計施工基準の改定 

ﾍﾟｰｼﾞ ４．水洗化工事について 

4 

 

 

 

 

現行 

（４）その他 

①便器等の使用方法について、十分説明すること。 

②工事完了時の水道メーター指針を「水洗化工事完成報告書」に記載し、完了検査申し

込み時に提出すること。 

 

5 

 

 

 

 

改定 

（４）その他 

①便器等の使用方法について、十分説明すること。 

②本管接続や除害施設等を設置するときは所定の手続きを行うこと。 
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排水設備設計施工基準の改定 

ﾍﾟｰｼﾞ 排水設備確認申請の平面図記載例 

6 

 

 

 

 

現行 

 

7 

 

 

 

 

改定 
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